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令和７年度病害虫発生予察情報 

発生予報第 16号(３月) 

                                     令 和 ８ 年 ３ 月 ６ 日  

                                     発表：福島県病害虫防除所 

【注意が必要な病害虫】 

― 

特になし 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
※ 上記の表に記載された病害虫は、下記の①～③に該当します。 
注）①現状において、注意報レベルの防除を要すると判断された病害虫 

②「１ 主な病害虫の発生予報」のうち、予察調査の結果、発生時期が「やや早い」、発生量が「やや多い」 
と予測された病害虫の中で特に懸念される病害虫 

③「１ 主な病害虫の発生予報」以外で、調査の結果、県全域的に発生が多く、問題になると判断した病 
害虫 
 

１ 主な病害虫の発生予報 

（１）果樹 

作物名 病害虫名 地方 
発生 

時期 
発生量 予報の根拠 防除上注意すべき事項 

リンゴ 
 

ハダニ類 全域 － やや少な

い 

越冬卵が確認されたほ場

の割合は、平年よりやや低か

った（－）。 

発芽１週間前までにマシン

油乳剤を遅れないように散布

する。 

農業総合センター果樹研究

所の「果樹の生育概況」（令和

８年３月３日付）では、今後の

気温経過について気象予報を

用いた場合、リンゴ「ふじ」の

発芽が３月 25 日頃で平年より

１日早いと予測されている。 

モ モ せん孔細

菌病 

県北 － やや少な

い 

春型枝病斑の発生予測モ

デルによると、発病枝率が２

％以上となるほ場割合は、平

年より低いと予測された

（－）。 

本病は、気象条件によっては

急激な拡大のおそれがあるた

め、発芽期以降、春型枝病斑の

せん除等を徹底する。 

 モモハモ

グリガ 

県北 － やや少な

い 

越冬量調査において、発生

地点割合は平年よりやや少

なかった（－）。 

初期の発生密度を抑えるため

に、第 1世代幼虫発生期（落花

10日後）にネオニコチノイド剤

を散布する。 

 

病害虫に関す

る防除対策の

ページは 

←こちらから 

病害虫防除所 

HPは 

←こちらから 
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モ モ シロカイ

ガラムシ

類 

県北 － 平年並 前年秋期の側枝寄生の発

生ほ場割合は、平年並であっ

た（±）が、「中」発生のほ

場も一部で確認されており、

注意が必要である。 

発芽前にマシン油乳剤を遅

れないように散布する。 

農業総合センター果樹研究所

の「果樹の生育概況」（令和８

年３月３日付）では、今後の気

温経過について気象予報を用

いた場合、モモ「あかつき」の

発芽が３月 21 日頃で平年より

２日早いと予測されている。 

 コスカシ

バ 

 

中通り － やや少な

い 

前年秋期の発生ほ場割合

は、平年よりやや低かった

（－）。 

発生が多い場合は、縮葉病防

除後、開花前までに樹幹及び主

枝にフェニックスフロアブル

500倍を散布する。また、４月

以降随時、幼虫を捕殺する。 

ナ シ 黒星病 県北 

県中・ 

県南 

浜通り 

－ 

－ 

 

－ 

平年並 

やや多い 

 

平年並 

 

 

前年秋期の新梢葉におけ

るナシ黒星病の発生ほ場割

合は、県北および浜通りでは

平年並（±）、県中・県南で

はやや高い（＋）状況でした。 

発芽 10日前までの温暖無風

の日に石灰硫黄合剤を散布す

る。なお、発芽１週間後以降の

生育期の防除は、天候や生育状

況に注意しながら、防除タイミ

ングを逸しないように実施す

る。 

農業総合センター果樹研究

所の「果樹の生育概況」（令和

８年３月３日付）では、今後の

気温経過について気象予報を

用いた場合、ナシ「幸水」の発

芽が３月 31日頃で平年並と予

測されている。 

注）予報の根拠の中で（＋）は多発要因、（－）は少発要因、（±）は平年並要因であることを示す。 
 
２ 発生が懸念される病害虫 

果樹 

共通 

 

■カメムシ類（令和７年度病害虫発生予察情報発生予報第１４号(１月)再掲） 

 クサギカメムシのむしろトラップによる越冬量調査では、桑折町では平年より多かったため、当該

地域では今春の越冬世代の発生が多くなることが予想される。また、福島市、会津若松市、いわき市

では平年並の状況であった。なお、冬期の低温による死亡や春期の気温によって発生動向は左右され

るほか、チャバネアオカメムシカメムシ及びツヤアオカメムシについては越冬量調査を行っていない

ため、今後の予察予報などの各種情報を参考に発生動向に注意する。 

■カイガラムシ類（令和７年度病害虫発生予察情報発生予報第１４号(１月)再掲） 

ナシマルカイガラムシの寄生や果実被害は、リンゴ園のほか一部のモモ園でも確認されている。 

発生が多いほ場では、ワイヤーブラシなどで越冬部位をよくこすり落とす。また、発芽前のマシン

油乳剤の散布の効果が高いので、必ず防除を実施する。ただし、樹勢が低下したナシには使用しない。 

詳細については、令和８年１月１４日発行の病害虫防除対策（カイガラムシ類）参照。 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/722445.pdf 

 


